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高松平野の完新世化石とその古環境解析Ⅱ  
一時に貝化石群集とそ・の14c年代一  

川 村 教 一 
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PaleoenvironmentalanalysユSOftheTakamatsuPlain，KagawaPref 

basedonHolocenemolluscanassociationand14cdatingpa工tⅡ  

NoIi鮎bKawamura，7滋ゐα〃∽ね〟砂丘ゐ0βん3－J－J，  

βα乃do，了七ゐα桝αね玖物抑吼作り－βOJ乙／如肋  

すべてATテフラ層より上位である。  

化石の産出層準  

図2に示す層準より産した貝化石を，露頭も  

しくは掘削廃土より採集した。  

（1）JR高松駅地下道深度3mシルト層   

深度3m付近の粘性土混じり砂礫層，層厚約  

50cmである。細～中礫，時に大礫が混入する。  

川村（1998c）のB層である。陸域に由来する  

多量の植物遺体細片が層内全体に散在している  

が，貝類遺骸は上部20～30cmにだけ見られる。  

本層からは貝化石のほかに，ウマゴヤシ  

肋d査α窄狩♪0如乃0ゆ如Lい ほか植物化石3種，石  

炭片，数枚の瓦片，縄，数珠玉が含まれていた。  

ウマゴヤシは，江戸時代に牧草として渡来した  

表1 高松平野の層序表  

は じ め に  

高松平野の完新世化石に閲し，川村（1997，  

1998a，b，C）はその産出種や産状を明らかにし，  

14c年代の報告，苗環境解析を行った。   

筆者はこのほどさらに高松市内の3ケ所の工  

事現場において，完新統の建設廃土から化石の  

採集を行った。化石産地は，高松市丸の内町三  

越百貨店，同市浜ノ町．JR高松駅地下道（川村，  

1998c），同市西内町高松北警察署の各建設工事  

現場である。これら産地から得られた化石群集  

解析の結果と14c年代について－以下に述べる。  

地形・地質概説  

高松平野中央部の地形は，阿讃山地から瀬戸  

内海に向かって流れる河川により形成された沖  

積低地からなり，3カ所の調査地が位置する臨  

海部は三角州である（図1）。   

高松平野臨海部地下の地質は，花崗岩類など  

の基盤岩の上に，下位より更新統，完新統の順  

で堆積層が重なる（表1）。火山灰層がボーリ  

ングで検出され，海岸低地の深度5～10m前  

後の細粒土中に産するものは側方への連続性が  

よい。この火山灰層は姶良Tnテフラ（AT）に同  

定された（川村，1997，1998d；川村はか，1999）。  

ATは約2万4000年前の噴出とされている（村  

山はか，1993）。本報告における貝化石産出層は，  

地質時代    地質名  堆積環境  

沖積層  

洪積層  海、陸      陸  
代  簑  鮮新世  

三豊層群  陸（潮）  

痘  中新世  讃岐層群  湖  

罠  鼻  
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図1 調査位置図  

①浜ノ町雨水調整池，②歴史博物館，③春日川潮止堰，④JR高松駅，⑤高松北警察署，⑥三越百貨店  
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⑥春白川  ⑥西内町  ⑤丸の内   ①郷東  浜ノ町  

患雨水   ③J㌔  

←2，9‘70yBp   

陸垂頭   

図2 化石産地のボーリング柱状図  

①川村（1998b），②川村（1997），③川村（1998c），⑥川村（1998a）  
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優先して採集したが，現地性化石が得られない  

場合は普遍的に産出する大型貝化石もしくは樹  

片・を採集した。年代測定は地球科学研究所を通  

じて■Beta Analitic Radiocarbon Dating Lab．に  

より液体シンチレーション法により行われた。  

採取地点は高松市西内町（北緯34020′41”，東  

経13402′57”）および同市丸の内町（北緯  

34020′35”，東経13403′16”）である。  

14c年代測定結果は以下の通りである。   

測定値：14c年代 3，600±60yBP  

∂13c値 －1．1％。  

補正14c年代：3，990±70yBP  

暦年代：BC2，015（交点）  

BC2，125－BCl，925（1α）  

測定番号：Beta－124294  

測定試料：サトウガイ  

ScqPhaTCaSa（Ott・tDunker  

採取地点：高松市西内町（標高－7m）   

測定値：14c年代 3，630±60yBP  

∂13c健 一29．5％0  

補正14c年代：3，560±60yBP  

暦年代：BCl，895（交点）  

BCl，995－BCl，860βCl，84－BCl，775  

（1α）  

測定番号：Beta－124297  

測定試料：樹片  

採取地点：高松市西内町（標高－2m）   

測定値：14c年代 4，030±70yBP  

∂13c健 一0．．4％。  

補正14c年代：4，440±70yBP  

暦年代：BC2，620（交点）  

BC2，750－BC2，545（lo）  

測定番号：Beta－124086  

測定試料：マルヒナガイ  

β快適叩死海（創胱お彿α）sp．  

採取地点：高松市丸の内町（標高－4m）   

測定値：14c年代 4，590±60yBP  

∂13c値 －0．8％。  

といわれている（長田，1976）。瓦片のうち1  

枚は少なくとも生駒藩時代以降のものであると  

いう（山本英之氏の御教示による）。本層の上  

位は下位と同じ岩相であり，再び同じ環境に戻  

った．ことがわかる。  

（2）高松北警察署深度10一．8～9．Omシルト層   

下位の陸成層を不整合で覆って本層が重なる。  

下部が緑灰色粗砂層で上部は暗茶灰色シルト層  

に移行する。シルト層はやや不明瞭な平行薬理  

を示す。貝化石が層内全体に散在するほか、最  

下部にやや高密度で産する。  

（3）高松北警察署深度9．0～4一．Om砂層シルト層   

下位のシルト層に整合的に重なる。最下部の  

層厚約20cmは砂／シルト互層，下部～中部（深  

度9．0～7．Om程度）は砂層にしばしば層厚1′－  

十数cmのシルト層を挟み斜層理を示す。上部  

は水平な砂層からなり，ときおりシルト薄層を  

挟在する。貝化石は下部～中部に散在しており，  

砂層では低密度で，砂／シルト互層部ではやや  

高密度である。  

（4）三越百貨店深度6m砂層   

深度4～6mに暗灰色礫混じりシルト混じり  

中砂層がある。礫の直径は5m～4cmで，礫種  

は，円礫や亜円礫の砂岩，亜円礫の花崗岩類，  

流紋岩類である。その下位は淡茶灰の中砂層で  

ある。境界付近の両層内に貝化石が含まれる。  

特に暗灰色砂層の底面や境界面よりやや上位に  

は層理面に平行に，層状もしくはパッチ状に貝  

化石が密集している。淡茶灰砂層には，下方に  

垂直に伸長するパイプ状生管が認められる。暗  

灰色砂層の貝化石を含む部分には，木片（樹片，  

枝片）を含んでいる。   

層状に密集する貝化石層は，層理に平行な離  

弁二枚貝類や腹足類が見られ，破片状になって  

いることが多い。破片状でなくてもこの産地の  

貝化石は摩耗のためか穀が薄くなっている。ま  

れに合弁のハマグリMkYetYixlusorid（R8ding）  

が見られるが，現地性とは認められない。  

異化石の14C年代  

地層の14c年代測定のために，貝化石，植物  

化石を採集した（図2）。貝化石は現地性化石を  
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補正14c年代：4，990±60yBP  

暦年代：BC3，355（交点）  

BC3，460－BC3，320（lo）  

測定番号：Beta－124087  

測定試料：イタボガキ  

Ostreadenselamelk）SaLischke  

採取地点：高松市西内町（標高－9m）  

試料の採集  

定量的に個体数を数えられるよう，貝化石が  

散在している部分を土層よりブロック状に土ご  

と採取した。また，露頭や掘削土より補足的に  

希産種の表面採集をおこなった。試料は開口径  

0．84mmの締上で水洗，残瘡より化石を拾い出し  

た。   

腹足類・掘足類は殻がほぼ完全に残っている  

ものを同定した。二枚貝類は合弁ならば殻が左  

右二枚ともはぼ完全に残っているもの，あるい  

は片側の殻がほぼ完全で，他方の殻の一都が欠  

損して－いるものを同定した。離弁の場合，殻が  

1／2以上残っているものを同定した。希産種  

の場合，殻が欠損し1／2に満たなくても産出  

を記録した。  

具類群集の解析方法   

（1）貝化石の統計処理   

個体数の数え方および合弁率は川村（1998b）  

に従った。表2に示す掲載順，和名と学名は，  

肥後・後藤（1993）に従った。そのはかスジホ  

シムシャドリガイ〟軸0乃0叩γぶβJJα5据ゎγ㍑乃Cαね  

（Yokoyama）とマルへノジガイⅣ軸0乃∂弼．γざβJJα  

Oblongata（Yokoyama）は形態だけでの区別は  

困難である。現生種では前者が瀬戸内海でより  

一・般的に産するので，前者に－・括して扱った。  

（2）生息環境解析の方法   

貝類群集の深度分布を示す方法として，Ⅵ）M特  

性曲線（伊田，1956）がある。これは大山（19  

52）の深度区分を用いるが，最近の文献では海  

棲貝類の生息深度が詳しく集約されているため，  

川村（1998a）では現生貝類の浅海帯以深の深度  

分布を，肥後・後藤（1993）に掲載されている  

メ・一トル表示などで区分した。本論でも同様に  

扱う。海棲貝類の生息緯度範囲は稲葉（1983）  

の太平洋側の緯度分布に基づき，これによって  

HDM特性曲線（伊田，1956）を作成した。ただし  

カスリアオガイ〃0わαC弼βαC0乃C壷一乃乃α γαd〟Jα  

KiI・aについては生息緯度範囲が文献調査により  

得られなかった。VDM，HDMの両特性曲線は同定  

できた種について作成した。生息底質，生息水  

域の地形環境は肥後・後藤（1993）に従った。  

ただし，生息水域の「半鍼水」は「汽水」に，  

また生息底質の「岩礫」「転石」は「礫」と同  

じ扱いとした。また「柵砂泥」は，「泥」「砂  

泥」「細砂」と判断した。  

良化石群集の構成   

（1）．T R高松駅地下道深度3mシルト層   

貝化石は腹足類21種，ニ枚貝類12種である。  

優占種はヒメシラトリガイ Macoma（M．）  

incongrua（Martens）とアサリ  

Philibi，inarum（Adams＆Reeve）で，両者併せて  

個体数のほぼ半数を占める。離弁二枚貝の埋没  

姿勢は，きわめて乱雑で無方位な異地性化石群  

集である。二枚貝はほとんどが離弁で，合弁閉  

殻のものは大変少ない。合弁率は，ヒメシラト  

リMdcoma（財．）inco御a（Ma工tenS）が1．9％，  

アサリRudiiqPes？hilWinanLm（Adams＆Reeve）  

が8ル9％，個体数は少ないがカリガネエガイ  

βα沌αf壷α（5α〃励γα柁α）び去γβざCβ乃5（Reeve）が22…2  

％である。  

（2）高松北警察署深度10．．8～9．．Omシルト層，   

本層から，腹足類32種，二枚貝類44種，掘  

足類1種を産する。優占種はクシケマスホウ  

挽相加即日伽微地（Gould）である。現地性の化石  

は，イタボガキOstrea densehmellosa Lischke，  

イセシラガイA，‡Od㈹ね虎5ねα用ざ去α乃αOyamaであ  

り，これらを標徴種とする。そのほかの化石は  

破片で産するものが多い。  

（3）高松北警察署深度9．0～4．．Om砂層シルト層   

本層の互層部からは，多板穀類1種，腹足類   

23種，二枚貝類24種を産する。このうちクシ  

ケマスホウ掩狩αわクIぴαか捉乃Cαね（GouId）が優占  

種である。同深度6～8mの砂層では産出密度  

がかなり低い。ここからはクシケマスホウのは  
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表2－1 産出貝類化石の個体数  
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表2－2 産出貝類化石の個体数（続き）  

産   地  

名  浜ノ町  丸ノ内  西内町  
GL3m  鴇？胤8  野0崇   
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掘足綱  
ヤカドッノガイ  伽〝ねJj〟〝（偽βde〃ね〟‘〟め ocねノ材〝J冴亡〟伊DonoYan  

かに，トリガイ撤ねよα弼祝才女〟（Reeve）が見つ  

かる。現地性の貝化石は見つからない。  

（4）三越百貨店深度6m砂層   

腹足類13種，ニ枚貝類10種，採集個体数が閲  

個体ほどと十分な調査ができなかった。そのう  

ちの2／3をイボキサゴU撼朋血椚 r助成〟椚ノ  

刑刷扇J節用桃山ama工・Ck）が占める。その他の種は  

はとんど数個体以下である。そのほかにクシケ  

マスホウ輪形αわ明叩か捉〝αぬ（Gould）が多いが，  

試料の洗浄時に破損し，個体数を求められなか  

った。群集に占める実際の割合は実際には多い。  

化石の産出密度は比較的低く，現地性化石はな  

い。  

その他の動物化石   

（1）．JR高松駅地下道深度3mシルト層   

ウニ類の破片を産する。その他に魚鱗が見つ  

かった。  

（2）高松北警察署深度10．．8～9．Omシルト層  

サンシヨウウニ 花冊呵血椚ば れ耶I…JαJ血J5  

（Leske）の辣，甲殻類，フジツボ類の破片，魚  

類の脊椎骨，貝形虫，有孔虫を慶する。貝形虫  

と有孔虫はまとまった個体数を産する。  

（3）高松北警察署深度9．．0～4りOm砂層シルト層   

ウスハスノハカシバン助砂ぬ効拙那・〝蕗Ⅶ加払  

如拙辻げOSbiwaI・a）の破片を産する。  
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先に述べたように本層に含まれる多量の植物  

片の中に，ウマゴヤシ〟βd去cαgO ♪0抄刑0ゆゐα  

L．の種子が多く含まれる。ウマゴヤシは，17世  

紀頃スペインの宣教師から種子をもらい栽培さ  

れた（農林省畜産局編，1966，畜産発達史（本  

編），1389－1502，中央公論／西村1988より引  

用）。このためか，江戸時代には各地に広がっ  

たといわれている（長田，1976）。このように  

帰化植物はある地域での渡来年代が文献で判明  

（4）三越百貨店深度6m砂層   

有孔虫を産する。  

植 物 化 石   

（1）．JR高松駅地下道深度3mシルト層   

陸上起源の植物細片が著しく多い。同定され  

た種は，ウマゴヤシ（肋d盲c喝吋0抄∽0坤ゐαL．）  

の種子，マツ球果（乃乃緑5 Sp．），カボチャ  

（C助乃血毎ねSp．．），の種子  

SpeCies  
20  40  

∴二二こ王ニ‾  

10  20  30  40  50  

10  20  30  40  50  

図3 貝化石群集のVDM特性曲線  

（a）calOOyBP：．JR高松駅深度3m  

（b）4990yBP；高松北警察署深度10．．8～9．．Om  

（c）3990yBP；高松北警察署深度9．．0～4．Om  
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出化石種の生息深度・環境は，潮間帯だけに限  

られるものと，潮下帯に、ついては棲息水深の上  

限が水深5m以深のものとがある。全産出種を  

通して共通する棲息深度がない。化石群集の  

Ⅵ）M特性曲線（図3（b））は，潮間帯下部と水深  

10m付近の2深度にピ、－クを持つ。最も高いピ  

、－・クは前者だが，後者のビークの種類数も少な  

くない。潮間帯だけに生息する種の底質は，岩  

相と一・致しないものが多い。一・致するのは，イ  

ボキサゴ こ加血乃よ〝椚（5〟戊云〟刑）抑制扇瑚如仰  

（Lamarck）とクシケマスホウ Venatom．ya  

加仇α血（Gould）であるが，前者は395個体中3  

個体しか産しない。また，後者は塩田浩之氏に  

よれば，潮下帯にも生息し，肥後・後藤（19  

93）に示される生息深度は適当でないという。  

水深5m以深にだけ生息する種は泥～砂質底に  

生息するものがはとんどであり，産出層の岩相  

とほぼ調和的である。埋没姿勢などから現地性  

と判断されるイタボガキ0ざ如α dβ乃5β由研gJわざα  

Lischke，イセシラガイ jb10dontia頭狙  

Oymaの両者に共通する棲息深度は潮下帯であ  

る。これらの種が生息する底質は，砂泥底で，  

産出層の岩相と一L致する。よって，両者は潮下  

帯砂泥底という同じ生態的関係をなす現地性化  

石群である生体群（1ifeassemblage）である。こ  

れらに対して，潮間帯性の貝類化石は，異地性  

化石群である遺体群（death assemblage）であ  

る。本化石群集はこれらの混合群集である。以  

上より，本化石群集は内湾中央部，潮下帯（上  

部浅海帯）の最上部と推定される。ここに強内  

湾性潮間帯の貝類遺骸などが大量に流入してき  

たのであろう。古水深として5～10m程度が  

想定される。  

（3）高松北警察署深度9β～4（）m砂層シルト層   

内湾種として，イボキサゴ び弼∂〃乃査〟弼  

伽ゐ去お肌）微加卿如㈹0血n抑止）ほかがある。産  

出化石種の生息深度・環境は，汽水棲のサツマ  

クリイロカワザンショウA，卿おざ5壷別室わβα  

血抑∽朋αHakを例外として，潮間帯だけに限られ  

るものや棲息水深の上限が水深5m以深のもの  

とがあり，全産出種を通して共通する棲息深度  

がない。化石群集のVDM特性曲線（図3（c））  

すれば，その繁茂時代を特定することができ，  

主に近世以降の示準化石として使うことができ  

る。  

（2）高松北警察署深度9．0～4りOm砂層シルト層   

材化石は，細い枝や細い樹幹が低密度で散在  

する。深度4m付近のシルト層中に樹幹片が密集  

した部分があり，フナクイムシに穿孔された材  

化石（補正14c年代3，560yBP）を慶した。  

考察一貝化石群集から推定される古環境  

A．．化石群集から推定される古水深  

（1）．TR高松駅地下道深度3mシルト層   

産出化石33種中内湾種は，イボキサゴ  

Umb（mit（117（SILCltilIllZ）11LOlti／tfirL（11L（Lamarck），  

スガイエ〟乃βJgα COγ0乃αfαC∂γββ乃ざよ－ざ（Recluz）  

ほか11種と1／3を占め，明治時代の古地図  

にみる本調査地の地形環境と－・致する。化石群  

集のⅥ）M特性曲線（図3（a））は，潮間帯下部の  

みにピー・クを持つ。産出化石の生息深度・環境  

は，淡水棲のマシジミ G）γわ≠血才女邦βJgα乃αPrime，  

汽水棲のサツマクリイロカワザンショウガイ   

血御感肌血劫郎5廠W朋棚 Habを除き，潮間帯  

下部で共通している。潮下帯のみに生息するも  

のはない。貝類の示す生息底質は泥底～礫底，  

岩礁性と統一・性がなく，岩礁，礫底棲のものは  

産出層準の岩相と一・致しない。優占種である，  

アサリRudih4，eSPhi14QinaYum（Adams＆Reeve）  

とヒメシラトリ彪bα研由財）査乃C0タ智γ〟α（Ma止ens）  

は泥底棲で，産出層準の岩相と調和的である。  

しかし，優占種であるにもかかわらず合弁率が  

低く，現地性化石を摩しないこと，大小の貝片  

が無方位状態で埋没していることも考慮すると，  

本層の貝化石群集は，泥底，および礫底，岩礁  

のおもに2つの貝類群集からなる異地性化石群  

の遺体群である。潮下帯種を含まないことから，  

潮間帯もしくは低潮練直下での堆積と考えられ  

る。古水深は，0～数mと推定される。調査地  

の標高を1mとすると，現在の海水準とほぼ一・  

致する。  

（2）高松北警察署深度10．8～9．Omシルト層   

内湾種として，イボキサゴ 侮∂0乃左〟椚  

（助戚血朔）弼肌云物‘刑軋am訂正）ほかがある。産  
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図4 貝化石群集の水平的分布型別構成率（高松平野産）  

（a）全化石種，（b）潮間帯のみに生息する種  

Al：狭黒潮型，A2：広い黒潮型，C：広分布型  

LEGEND 3990、IBP 
＋十∴＋＋十＋十 ＋∴十  

62。。yBP 3．。。yBP  
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CalOOyBP   
脚  
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l二三i∴言二′～ごご1：、∵‘  

4500yBP  

1  11  21  31  41  51  

Latitude（O N）  

図5 貝化石群集のHDM特性曲線（高松平野産）  
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すると，HDM特性曲線のピーク緯度は大きな違い  

はないが，寒暖流混域種の占有率の大きさが著  

しい。しかし，他産地の化石群集でも，潮間帯  

棲種のみを取り上げて水平的分布の分布型を分  

析す－ると寒暖流混域種の占有率が大きくなる  

（図4（b）calOOyBP）。よって広分布型の割合の  

多さは，必ずしも海況の違いを反映していると  

は限らないであろう。  

（2）高松北警察署深度10り8～9．Om   

貝類の水平的分布型の構成率は狭黒潮型19い0  

％，広黒潮型22…4い％，広分布型58．．6．．％で，寒  

暖流混域の広分布型の種で過半数を占められて  

いる（図4（柳田。図5㈱B巧のHDM特性  

曲線は北緯33～34？にピークを示す。本群集を構  

成する種の緯度分布には，その北限が北緯34？の  

ものと，その南限が北緯340のものとがあり，す  

べての種に共通する緯度は北緯340になる。そ  

うす－ると，現在の緯度と一・致する。貝化石の補  

正14c年代から換算すると本層の年代は縄文時  

代中期になる。この時代は日本の気候史（阪口，  

19糾）によれば温暖であり，HDM特性曲線と矛盾  

はない。  

（3）高松北警察署深度9い0～7．Om   

貝類の地理的分布型の構成率は狭黒潮型16り0％，  

広黒潮型25。0％，広分布型59い0％で，寒暖流混  

域の広分布型が多い（図4（め3勒BP）。図5  

（39鮒yBP）のHDM特性曲線は北緯32～3ダにピーLク  

を示す。本貝類群集の緯度分布には，その北限  

が北緯340のものと，その南限が北緯34◇のもの  

とがあり，すべての種に共通す－る緯度は北緯34？  

になる。そうすると，現在の緯度と一・致す－る。  

貝化石の補正14c年代値から換算すると本群集  

の年代は縄文時代後期である。この時代は日本  

の気候史（阪口，1984）によれば不安定温暖で  

あり，温暖な時代に生息していたものとすれば  

HDM特性曲線と矛盾はない。  

ま と め   

（1）香川県高松平野の臨海部地下3ケ所の露  

頭より完新世の化石を採集し，特に貝類群集に  

基づいた古環境解析（苗水深および水平的分布  

の分析）と14c年代測定を行った。  

は，潮間帯下部と水深10m付近の2深度にピー・  

クを持つ。最も高いど一クは前者だが，両者の  

差は小さい。   

潮間帯だけに生息する種の示す底質は多様で  

あり，産出層の岩相と一・致しないものが多い。  

産出層の岩相と一・致するのは，イボキサゴ  

乙りナノ∂♂ナノ川研（5J／（リ…J川）ノ掴〃〟小川川（LaJllarCk）  

とモツボEゆnellapupoides（A．Adams）であ  

るが，前者は1個体，後者は4個体しか産しな  

い。水深5m以深にだけ生息する種は，泥～砂  

質底に生息するものばかりで，産出層の岩相と  

ほぼ調和的である。さらに，先に述べたように  

クシケマスホウ 楠乃αわ叩γα か〟乃Cαfα（Gould）  

は，潮下帯に生息するのが－・般的であるとすれ  

ば，これは泥底棲であり砂層からも摩し，この  

場合は岩相とやや合わない。本層ではクシケマ  

スホウが優占種であり，離弁で慶するが薄い殻  

が破損していないことから，移動距離の短い異  

地性化石であると見なすことができる。以上よ  

り本貝類化石群集は，潮間帯の下部を中心とし  

た貝類遺骸や河川・汽水棲の遺骸が，内湾中央  

部，潮下帯上部の砂泥底～泥底棲異地性化石群  

に混入したた混合遺体群だと考えることができ  

る。現地性化石の産出がないが，古水深は5～  

10m程度と推測される。  

（4）三越百貨店深度6m砂層   

優占種は，イボキサゴ肋励磁㈹（勘戯加）  

monilifbrum（Lamarck），クシケマスホウ  

伽吻叩か〟ク拡α由（Gouid）でいずれも潮間帯棲の  

内湾種である。両種とも異地性で，生息底質と  

産出層の岩相と一・致しない。前述したように，  

クシケマスホウが潮下帯にも棲むことや伴われ  

る貝化石の生息深度から，古水深は低潮繚～約  

10m程度と推定されるが確度は低い。  

B 貝化石群集の示す古海域環境  

（1）．JR高松駅地下道深度3m   

貝類の水平的分布型別構成率は，狭黒潮型9一．7  

％，広黒潮型19－．4％，広分布型71．0％で，圧倒  

的に寒暖流混域の種で占められている（図4（a）  

d岬。HDM特性曲線は北緯32～34）にピー  

クを示し，現在の緯度（北緯34020′）とはぼ一・  

致する（図5 calOOyBP）。上記の化石群集と比較  
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（2）高松市浜ノ町の．JR高松駅地下道工事現  

場より，深度約3mから見つかった化石は腹足  

類21種，二枚貝類12種，植物3種である。貝類群  

集の生息環境は内湾の潮間帯であるが，異地性  

の産状を示す。貝化石は江戸時代末期～明治時  

代のものと推定される。  

（3）高松市西内町高松北警察署工事により深  

度10．．8～9．Om付近のシルト層と深度7．0～9．．Om  

付近の砂層／シルト層の互層，深度4m付近のシ  

ルト層から化石が産出した。これらから，多板  

穀類1種，腹足類45種，掘足類1種，二枚貝類  

56種，ウニ類2種，有孔虫，貝形虫などの化石が  

見つかった。このうち深度約10．．8～9．．仇n付近のシ  

ルト層の貝類群集の生息環境は，主に内湾の潮  

間帯一上浅海帯で，これらが混合群集として産  

する。また貝化石の補正14c年代は4990±  

60yBPであり，縄文時代中期にあたる。  

（4）高松市丸の内町の三越百貨店の深度約6  

mの砂層から化石が産出した。これから，腹足  

類20種，二枚貝類13種，有孔虫が確認された。  

貝類群集の生息環境は主に内湾の潮間帯群集で  

ある。貝化石の補正14c年代は4440±70yBPで  

あり，縄文時代中期にあたる。  

（5）貝化石群集の示す古海域環境をHDM特  

性曲線，および貝類の水平的分布（地理的分  

布）の分布型の構成率より考察した。HDM特  

性曲線の示す緯度はいずれも北緯340程度にな  

り，また水平的分布の分布型で比較しても，現  

在と海況が大きく変わらないことを示す。  
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